
昨
年
十
月
に
は
創
立
百
十
周
年
記
念

式
典
を
盛
大
に
挙
行
し
岐
阜
農
林
の
心

意
気
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
、
県
内
有
数
の
歴
史
と
伝
統

を
誇
る
専
門
高
校
の
雄
と
し
て
存
在
感

を
示
す
と
と
も
に
、
全
国
の
農
業
高
校

を
け
ん
引
す
る
実
績
と
成
果
を
上
げ
て

お
り
ま
す
。

全
国
で
農
業
関
係
学
科
を
設
置
す
る

高
等
学
校
は
三
七
五
校
で
、
学
ぶ
生
徒

は
約
九
万
二
千
名
を
数
え
ま
す
。
こ
の

数
字
は
、
十
年
前
と
比
べ
て
学
校
数
で

二
四
校
、
生
徒
数
で
二
万
四
千
名
減
少

し
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
影
響
を
ま
と

も
に
受
け
、
学
校
統
合
や
新
タ
イ
プ
の

学
校
へ
の
改
編
な
ど
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

本
校
は
農
業
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
等
の
活

躍
、
卒
業
後
の
進
路
状
況
な
ど
多
方
面

に
お
い
て
成
果
を
上
げ
、
全
国
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
五
月
に

全
国
農
業
高
等
学
校
長
協
会
研
究
協
議

会
で
本
校
並
び
に
本
県
農
業
教
育
の
取

組
を
発
表
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ

の
反
響
も
あ
り
、
本
校
に
は
全
国
か
ら

多
く
の
視
察
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
北
は

北
海
道
・
旭
川
農
業
高
校
や
青
森
・
三

本
木
農
業
高
校
、
南
は
鹿
児
島
・
鹿
屋

農
業
高
校
ま
で
十
一
都
道
県
十
二
校
に

及
び
ま
し
た
。
各
校
と
も
岐
阜
農
林
高

校
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
帰
っ
て
自
校
の

課
題
解
決
と
発
展
に
生
か
し
た
い
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
進
学
指
導
に

強
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
目

標
に
さ
れ
る
こ
と
に
慢
心
す
る
こ
と
な

く
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
の
生
徒
の
活
躍
と
し
て
は
、
演

劇
部
が
中
部
日
本
大
会(

十
二
月
、
富

山
市)

で
中
日
賞
を
受
賞
し
春
季
全
国

高
等
学
校
演
劇
研
究
大
会(

三
月
、
北

海
道)

に
中
部
日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
た
こ
と
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
が
東
海
新
人
大
会(

二
月
、
浜
松
市)

に
出
場
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

全
国
、
東
海
の
舞
台
に
出
て
感
じ
る
こ

と
は
、
本
校
以
外
に
は
農
業
関
係
高
校

は
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
部

活
動
に
お
い
て
も
全
国
の
農
業
高
校
を

代
表
し
て
奮
闘
し
て
い
る
岐
農
生
の
姿

が
あ
り
ま
す
。

本
校
は
、
高
校
卒
業
後
の
進
路
と
し

て
就
職
に
も
進
学
に
も
対
応
で
き
る
専

門
高
校
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
校
で
専
門
教
育
を
受
け
て
大
学
等
で

さ
ら
に
深
く
学
び
た
い
と
い
う
志
は
自

然
な
流
れ
で
す
。
高
学
歴
化
が
進
む
中
、

大
学
等
へ
の
進
学
の
道
も
拓
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
岐
阜

大
学
応
用
生
物
科
学
部
等
と
の
農
林
業

教
育
シ
ス
テ
ム
、
東
海
学
院
大
学
、
中

部
学
院
大
学
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
、
名

古
屋
産
業
大
学
の
計
五
大
学
と
高
大
連

携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

本
校
か
ら
は
毎
年
十
数
名
が
国
立
大

学
に
進
学
し
て
お
り
ま
す
。
今
春
の
岐

阜
大
学
の
入
学
式
で
は
、
本
校
卒
業
生

が
全
学
の
新
入
生
代
表
と
し
て
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。
本
校
出
身
者
の
生
命
線

は
目
的
意
識
の
高
さ
に
あ
り
、
卒
業
生

の
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
揖
斐
郡
池
田
町
や
山
県
市
等

と
連
携
し
、
特
産
物
の
活
用
と
商
品
開

発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
高
校
段

階
か
ら
い
ろ
ん
な
仕
掛
け
を
行
い
、
座

学
と
実
習
、
理
論
と
実
践
に
よ
り
、
生

徒
を
将
来
の
地
域
社
会
を
支
え
る
有
為

な
人
材
に
育
て
て
い
く
所
存
で
す
。

我
が
国
は
東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的

被
害
を
被
り
、
国
家
的
危
機
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
高
校
生
等
の
若
者
に
は
、

こ
の
体
験
を
バ
ネ
に
不
撓
不
屈
の
精
神

を
持
っ
た
心
豊
か
で
逞
し
い
人
間
に
育
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
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年
六
月
、
日
本
政
府
招
待
の
イ
ン
ド
高

校
生
訪
日
団
二
三
名
を
本
校
に
迎
え
入

れ
ま
し
た
。
発
展
著
し
い
イ
ン
ド
の
勢

い
を
感
じ
さ
せ
る
、
意
欲
満
々
の
優
秀

な
イ
ン
ド
高
校
生
と
直
に
接
し
、
私
達

も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
の

学
ぶ
姿
勢
は
、
か
つ
て
戦
後
の
荒
廃
か

ら
高
度
成
長
を
成
し
遂
げ
た
日
本
を
彷

彿
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
資
源
の
な
い

我
が
国
は
教
育
が
重
要
で
す
。

｢

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！

頑
張
る
ぞ
岐

農
！｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
生
徒
を
育
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
退
職
〉

鹿
渡
眞
一
郎(

農
業)

境
井
美
保
子(

国
語)

坂
井

幸
康(

農
業)

棚
橋
井
差
子(

農
業)

山
口

桂(

農
業)

山
川

昭
雄(

事
務)

〈
転
出
〉

堀

佳
代
子(

英
語)

長
良
高
校

水
野

泰
孝(

農
業)

教
育
研
修
課
課
長
補
佐

古
関

敬(

農
業)

加
茂
農
林
高
校

今
坂

博
行(

農
業)

大
垣
養
老
高
校

間
世
田

雄
人(

農
業)

大
垣
養
老
高
校

佐
賀

達
矢(

農
業)

大
垣
桜
高
校(

新
採)

細
川

裕
也(

農
業)

岐
阜
農
林
高
校(

新
採)

川
上

悦
子(

事
務)

岐
阜
盲
学
校

〈
転
入
〉

丹
羽

俊
文(

教
頭)

郡
上
高
校
教
頭

辻

充
世(

国
語)

本
巣
松
陽
高
校

市
橋

憲
和(

英
語)

新
規
採
用

岩
塚

哲
士(

農
業)

加
茂
農
林
高
校

三
輪

孝
司(

農
業)

飛
騨
高
山
高
校

栃
木

麻
亜
沙(

農
業)

新
規
採
用

堀
部

仁
貴(

英
語)

大
竹

峰
生(

園
芸)

長
谷
川

徹(

園
芸)

池
戸

裕
太(

環
境)

山
田

航(

森
林)

神
山

治
彦(

事
務)

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

古
澤

和
子(

事
務)

大
垣
東
高
校

思

い

出
坂

井

幸

康
(

昭
和
44
年
林
卒)

昭
和
45
年
大
阪
万
博
の
年
に
母
校
岐

阜
農
林
高
校
に
赴
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
１
年
間
学
校
を
離
れ
て
い
た
だ
け

で
、
赴
任
し
た
時
は
浦
島
太
郎
の
心
境

で
し
た
。
卒
業
時
女
子
生
徒
が
全
校
で

10
人
ほ
ど
し
か
い
な
か
っ
た
の
が
、
１

年
で
女
子
生
徒
が
２
５
０
人
ほ
ど
に
な
っ

て
い
ま
し
た
、
黒
野
分
校
が
廃
止
さ
れ

生
活
科
が
２
ク
ラ
ス
増
設
さ
れ
１
・
２

年
で
４
ク
ラ
ス
、
分
校
の
最
後
の
家
政

科
３
年
生
２
ク
ラ
ス
が
本
校
に
統
合
さ

れ
男
子
校
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
し
ま
し

た
。当

時
は
農
芸
化
学
科
棟
と
廊
下
を
夾

ん
で
寮
が(

現
在
の
食
品
科
学
科
の
位

置)

あ
り
変
わ
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

宿
直
で
泊
ま
っ
て
い
る
と
、
寮
生
が
木

造
校
舎
の
廊
下
を
鳴
ら
し
な
が
ら
動
き

回
っ
て
い
る
の
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
木
造
校
舎
も
昭
和
47
年
頃

か
ら
す
べ
て
新
し
く
立
て
替
え
ら
れ
、

昔
の
面
影
を
無
く
し
ま
し
た
。

林
業
科
に
席
を
置
き
ま
し
た
の
で
一

番
思
い
浮
か
ぶ
の
が
演
習
林
で
の
で
き

ご
と
で
、
当
時
は
松
田
演
習
林(

根
尾)

と
法
林
寺
演
習
林(

本
巣)

が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
前
は
鵜
沼
に
演
習
林
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
昭
和
58
年
に
学
校
所
有

の
藤
橋
演
習
林
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

松
田
演
習
林
で
は
ひ
と
つ
ま
ち
が
え

ば
谷
ま
で
30
メ
ー
ト
ル
滑
落
す
る
細
い

林
道
を
ト
ラ
ッ
ク
で
登
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台(

座
席
付
き)

に
生
徒
を
乗
せ

て
い
き
、
対
向
車
と
出
会
う
と
、
生
徒

を
降
ろ
し
て
か
ら
待
避
所
ま
で
怖
々
バ
ッ

ク
し
て
い
き
ま
し
た
。
松
田
演
習
林
に

は
宿
舎
が
な
い
の
で
テ
ン
ト
で
宿
泊
し

て
い
ま
し
た
、
夕
方
生
徒
と
２
人
で
下

の
部
落
か
ら
山
越
え
で
近
道
し
て
帰
る

途
中
道
に
迷
い
暗
い
山
中
を
２
時
間
も

さ
ま
よ
い
、
テ
ン
ト
が
見
え
た
と
き
は

抱
き
合
っ
て
喜
び
ま
し
た
。
法
林
寺
演

習
林
で
は
、
町
の
生
徒
が
ヘ
ビ
を
捕
ま

え
た
と
自
慢
げ
に
手
で
差
し
上
げ
て
い

ま
し
た
、
側
に
行
っ
て
見
る
と
マ
ム
シ

で
血
の
気
が
引
き
ま
し
た
。
幸
い
急
所

を
押
さ
え
て
い
た
の
で
、
動
揺
し
な
い

よ
う
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
捕
獲
し
て
か

ら
、
マ
ム
シ(
毒
蛇)

だ
と
教
え
た
ら

固
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
ス
ズ
メ

バ
チ
に
刺
さ
れ
た
り
、
枝
打
ち
で
落
下
、

自
転
車
で
下
り
の
坂
道
で
転
倒
、
谷
に

滑
落
な
ど
な
ど
救
急
車
や
病
院
に
も
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
山
で

皆
な
で
食
べ
た
食
事
は
最
高
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
思
い
出
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

演
習
林
が
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
と
怖
さ

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
こ
の
私
が
大
過
な
く
退
職
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
諸

先
生
方
や
多
く
の
同
窓
生
・
生
徒
の
み

な
さ
ま
方
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
最
後
に
皆
様
方
の
活
躍
と
ご

健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

間
世
田

雄

人

(

昭
和
58
年
農
化
卒)

平
成
15
年
よ
り
８
年
間
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
大
垣
養

老
高
校
へ
異
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
に
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

や
学
校
創
立
１
１
０
周
年
記
念
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
卒
業
生
と
し

て
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

こ
の
３
年
間
は
、
食
品
科
学
科
の
科
長

と
し
て
学
科
運
営
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
食
品
科
学
科
は
５
人
の

ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
３
人
が
本
校
の
卒
業

生
で
あ
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
外
か
ら
学
校
を
応
援
す

る
立
場
に
な
り
ま
す
が
、
母
校
の
益
々

の
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

間
世
田

昭
和
58
年
３
月
卒

小

野

平
成
２
年
３
月
卒

細

川

平
成
18
年
３
月
卒

岐
阜
農
林
に
支
え
ら
れ
た

14
年
の
勤
務

水

野

泰

孝

(

昭
和
61
年
農
化
卒)

私
は
、
平
成
９
年
４
月
よ
り
14
年
間

に
わ
た
り｢

母
校｣

で
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
母
校
で
の
勤
務
が
始

ま
る
日
は
、
喜
び
や
期
待
以
上
に
極
度

の
緊
張
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
新
し
い
環
境
で
勤
務
す
る
不

安
か
ら
で
は
な
く
、
高
校
生
時
代
に
お

世
話
に
な
っ
た
恩
師
が
た
く
さ
ん
み
え

る
中
で
、
少
し
で
も
成
長
し
た
自
分
を

見
せ
信
頼
を
得
ら
れ
る
か
と
い
う
不
安

で
し
た
。
と
い
う
の
は
、
私
が
高
校
を

卒
業
し
て
間
も
な
く
あ
る
恩
師
を
訪
ね

た
時
、｢

高
校
時
代
、
お
ま
え
は
本
当

に
天
狗
で
横
着
だ
っ
た｣

と
い
わ
れ
た

言
葉
が
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。

し
か
し
勤
務
が
始
ま
る
と
そ
ん
な
不

安
は
一
変
し
、
自
分
ら
し
さ
を
十
分
発

揮
し
な
が
ら
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
恩
師

や
同
窓
生
の
先
生
方
に
い
つ
も
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
た
か
ら
で
す
。｢

頑
張
っ

て
る
な｣

、｢

よ
か
っ
た
ぞ｣

と
誉
め
る
。

｢

あ
れ
は
ダ
メ
だ
。
こ
ん
な
方
法
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か｣

と
叱
咤
激
励
。
何

か
あ
っ
て
も
必
ず
手
を
差
し
の
べ
元
気

を
い
た
だ
け
た
こ
と
が
、
本
当
に
心
の

支
え
と
な
り
勇
気
の
源
や
自
信
と
な
り

ま
し
た
。

岐
阜
農
林
を
愛
す
る
素
晴
ら
し
い
先

生
方
、
よ
き
後
輩(

生
徒)

た
ち
に
恵

ま
れ
、
本
当
に
充
実
し
た
母
校
で
の
勤

務
で
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

岐
阜
農
林
高
校
の
益
々
の
発
展
と
、

関
係
す
る
方
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
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去
る
二
月
二
十
五
日(

金)

池
田
庁

舎
三
階
執
行
部
控
室
に
於
い
て
、
岡
崎

和
夫
池
田
町
長
と
本
校�
畑
清
樹
校
長

と
の
あ
い
だ
で
、｢
池
田
町
・
岐
阜
農

林
高
等
学
校｣

連
携
・
協
力
に
関
す
る

協
定
書
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
は
三
年
前
か
ら
町
の
行
事
で
も

あ
る｢

池
田
の
森｣

植
樹
活
動
や
町
の

教
育
委
員
会
主
催｢

池
田
中
学
校
の
間

伐
教
室｣

に
森
林
科
学
科
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
池
田
の
森
の
清
掃
活

動
、
各
種
動
物
、
昆
虫
、
利
用
者
の
意

識
調
査
な
ど
を
Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
部
が
調
査
活

動
を
行
い
、
こ
の
成
果
を
ま
と
め
て
毎

年
報
告
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

池
田
町
の
特
産
で
あ
る｢

お
茶｣

を
使
っ

た
製
品
化
に
食
品
科
学
科
が
研
究
活
動

に
参
加
し
、
こ
の
ほ
ど
お
茶
を
原
料
に

加
え
た｢

茶
プ
リ
ン｣

を
試
作
を
し
、

町
長
に
試
食
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今

後
は
製
品
化
に
向
け
て
改
良
を
加
え
て
、

七
月
に
池
田
温
泉
横
に
開
設
さ
れ
る

｢

道
の
駅｣

で
販
売
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
本
校
の
活
動
か
ら
、
当

日
の
調
印
式
に
は
森
林
科
学
科
の
生
徒

代
表
と
し
て
二
年
生
の
成
瀬
衛
君
、
食

品
科
学
科
の
生
徒
代
表
と
し
て
二
年
生

の
土
肥
愛
さ
ん
、
Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
部
長(

生

物
工
学
科)

二
年
見
屋
井
一
輝
君
が
参

加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
堂
々

と
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
後
池
田
町
の
十
二
名
の
町
議
会

議
員
の
な
か
で
三
名
が
本
校
の
卒
業
生

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
懇
談
会
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
遠
藤
和
雄
町
議(

昭
和
三

十
三
年
農
業
科
卒
・(

株)

遠
藤
造
園)

坂
口

博
町
議(

昭
和
三
十
四
年
農
業

科
卒
・
農
業)

松
岡
正
彦
町
議(

昭
和

三
十
五
年
農
業
科
卒
・
松
岡
養
鶏
場)

を
交
え
て
当
時
の
高
校
時
代
を
懐
か
し

く
懇
談
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
懇
談

会
に
は
町
内
で
自
営
さ
れ
て
い
る
卒
業

生
の
今
西
陸
介
氏(

昭
和
三
十
一
年
農

産
製
造
科
卒
・
今
西
農
園)

西
川
峰
和

氏(

昭
和
四
十
六
年
農
業
科
卒
・
西
川

バ
ラ
園)

野
原
道
男
氏(

昭
和
四
十
七

年
園
芸
科
卒
・
ト
マ
ト
栽
培)

も
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
生
徒
達
は
西
川

さ
ん
の
バ
ラ
栽
培
ハ
ウ
ス
と
野
原
さ
ん

の
ト
マ
ト
栽
培
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
て
い

ろ
い
ろ
と
説
明
を
聞
い
て
終
わ
り
ま
し

た
。平

成
23
年
度
揖
斐
川
支
部

通
常
総
会
開
催

平
成
23
年
３
月
６
日(

日)

17
時
30

分
よ
り
、
揖
斐
川
町
谷
汲
山
門
前
、
立

花
屋
旅
館
に
於
い
て
、
会
員
92
名
の
内

33
名
の
出
席
の
下
、
開
催
出
来
ま
し
た
。

総
会
は
、
久
保
田
支
部
長
の
挨
拶
に

続
き
、
議
長
に
林
孝
之
氏(

40
土
卒)

を
選
出
し
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
１

平
成
22
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て

議
案
２

平
成
22
年
度
収
支
決
算(

監

査
報
告)

に
つ
い
て

議
案
３

平
成
23
年
度
事
業
計
画(

案)

に
つ
い
て

議
案
４

平
成
23
年
度
収
支
予
算(

案)

に
つ
い
て

い
ず
れ
も
出
席
者
全
員
の
賛
同
に
よ

り
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
凡
そ
30
分
程
で
終
了
し
、

懇
親
会
会
場
へ
移
動
し
ま
し
た
。

◎
支
部
同
好
会
の
一
年
の
活
動
報
告

★
野
菜

会
員
18
名
で
、
Ｊ
Ａ
い
び
川
和
田
講

師
の
下
、
以
下
の
よ
う
に
４
回
開
催
出

来
ま
し
た
。

会
員
相
互
の
親
密
度
も
増
し
て
き
た

の
か
、
本
音
で
の
会
話
が
盛
ん
に
な
り
、

野
菜
作
り
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
大

変
有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

(

第
７
回
目)

２
月
27
日

野
菜
の
土

作
り
対
策
と
春
夏
作
の
準
備
に
つ
い
て

(

第
８
回
目)

５
月
29
日

青
空
教
室

(

生
育
視
察
と
病
害
虫
防
除
対
策
に
つ

い
て)

(

第
９
回
目)

８
月
28
日

秋
冬
作
に

向
け
て
種
苗
の
選
び
方
と
肥
培
管
理
に

つ
い
て

(

第
10
回
目)

11
月
27
日

猛
暑
下
で

の
野
菜
作
り
の
反
省
を
踏
ま
え
、
翌
年

度
対
策
に
つ
い
て

★
ゴ
ル
フ

会
員
18
名
で
、
年
３
回
コ
ン
ペ
開
催

回
数

実
施
日

天
候

会
場

参
加
人
数

優
勝
者

第
４
回

４
月
19
日

晴

谷
汲
Ｃ
Ｃ

15
名

窪
田
勝
文

第
５
回

７
月
22
日

酷
暑

岐
阜
国
際
Ｃ
Ｃ

13
名

杉
山
正
樹

第
６
回

10
月
22
日

曇

大
垣
Ｃ
Ｃ

13
名

渡
辺
孝
義

★
ハ
イ
キ
ン
グ

基
本
方
針『

年
２
回
開
催』

①
４
月
17
日
、
好
天
、
関
ケ
原
合
戦
で

西
軍
の
毛
利
秀
元
の
陣
所
と
な
っ
た
垂

井
町
南
宮
山(

標
高
404
m)

の
展
望
台

ま
で
登
る
コ
ー
ス
で
実
施
。

参
加
者
は
10
名(

男
８
名
・
女
２
名)

で
、
南
宮
大
社
へ
参
拝
の
後
登
山
開
始
、

歴
史
の
一
端
に
ふ
れ
な
が
ら
、
新
緑
の

自
然
の
美
し
さ
を
満
喫
し
た
１
日
で
し

た
。

②
10
月
24
日
、
好
天
、
ア
ン
コ
ー
ル
に

応
じ
て
、
雨
乞
い
伝
説
で
名
高
い『

夜

叉
ヶ
池』

登
山
を
再
度
実
施
。

参
加
者
は
13
名(

男
11
名
・
女
２
名)

で
、
紅
葉
最
盛
期
・
多
数
の
登
山
者
が

行
き
交
い
、
道
を
譲
り
な
が
ら
の
登
山
。

池
の
周
り
に
は
、
池
に
生
息
す
る
ヤ
シ
ャ

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
等
の
保
護
の
た
め
、
新
た

に
柵
が
設
け
ら
れ
る
等
、
生
態
系
保
護

と
池
の
保
全
に
一
層
配
慮
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
１
日
で
し
た
。

★
旅
行

２
月
10
〜
11
日

(

１
泊
２
日
近
鉄
バ
ス
会
員
募
集)

世
界
遺
産｢

安
芸
の
宮
島

原
爆
ド
ー

ム(

広
島)

錦
帯
橋(

岩
国)

へ
デ
ラ
ッ

ク
ス
バ
ス(

ト
イ
レ
付
き)

で
７
名
が

長
距
離
旅
行
を
堪
能
し
ま
し
た
。

(

記
事

39
化
卒

岩
間
庄
三)
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｢
県
職
若
葉
会｣

の
近
況
に
つ
い
て

岐
阜
県
職
員(

一
部
岐
阜
県
土
地
改

良
連
合
会
職
員
を
含
む)

が
岐
阜
農
林

高
等
学
校
の
卒
業
生
で
組
織
し
て
い
る

｢

若
葉
会｣

の
平
成
22
年
度
の
定
例
総

会
が
、
平
成
23
年
１
月
28
日(
金)

に

名
鉄
岐
阜
駅
近
く
の
ホ
テ
ル
の
居
酒
屋

で
安
田
謙
三
県
議
会
議
長
の
ご
臨
席
を

得
て
、
新
年
宴
会
と
送
別
会
を
兼
ね
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
、
安
田
議
長
挨
拶
の
後
、

議
事
で
あ
る｢

平
成
22
年
度
会
計
決
算

報
告
及
び
平
成
23
年
度
予
算
案｣

並
び

に｢

役
員
改
選｣

の
審
議
承
認
は
無
事

終
わ
り
、
新
会
長
の
就
任
挨
拶
も
済
ん

で
、
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
会
が

始
ま
り
和
や
か
の
う
ち
に
終
宴
し
ま
し

た
。今

回
は
、
役
員
が
藤
井
会
長
は
じ
め

６
名
が
今
年
度
限
り
で
退
職
に
伴
い
退

会
し
て
し
ま
う
の
で
、
事
前
に
臨
時
の

役
員
会
を
開
催
し
て
、
今
年
度
中
に
役

員
の
世
代
交
代
を
行
う
た
め
の
準
備

(

原
案
作
り)

を
し
、
総
会
で
承
認
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

若
葉
会
も
最
盛
期
に
は
、
会
員
が
６

０
０
人
以
上
も
い
て
岐
阜
県
庁
の
一
大

勢
力
で
し
た
。
総
会
も
岐
山
会
館(

現

在
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山)

や
岐
阜
会
館
の
大
ホ
ー
ル
で
１
０
０
人

以
上
の
会
員
の
参
加
や
20
人
以
上
の
来

賓
の
出
席
が
あ
り
、
遠
く
の
席
が
か
す

む
程
で
し
た
。
そ
れ
が
現
在
で
は
会
員

も
90
人
弱
に
激
減
し
て
し
ま
い
、
総
会

の
出
席
者
も
14
、
５
人
た
ら
ず
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
時
代
の
趨
勢
で
や

む
を
得
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少

し
寂
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。

他
の
同
窓
の
会
や
地
域
の
会
が
次
々

と
廃
止
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
規
模
は
小

さ
く
な
り
ま
し
た
が
、
若
葉
会
の
運
営

は
新
し
い
役
員
及
び
会
員
に
脈
々
と
受

け
継
が
れ
、
い
つ
ま
で
も
存
在
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

(

文
責

所

一
二
三

44
年
農
芸
化
学
卒)

昭
和
19
年
卒

(

18
年
12
月
繰
り
上
げ)

昨
年
の
同
級
会
で
の
申
し
合
わ
せ
に

よ
り
、
３
月
11
日
、
岐
阜
市
内
の
割
烹

平
八
に
お
い
て
同
級
会
を
開
催
し
た
。

先
ず
案
内
状
の
作
成
前
に
、
い
つ
も

な
が
ら
物
故
者
の
把
握
に
苦
労
す
る
。

日
頃
、
地
方
新
聞
の｢

お
く
や
み｣

欄

に
の
っ
て
い
る
方
、
岐
農
瑞
穂(

岐
阜

農
林
高
等
学
校
同
窓
会
発
刊)

の
会
員

の
動
向
の
訃
報
欄
で
知
る
程
度
で
、
実

際
の
物
故
者
は
か
な
り
多
い
と
思
わ
れ

る
。
幸
い
岐
阜
農
林
高
等
学
校
同
窓
会

会
員
名
簿
が
、
こ
の
６
月
頃
発
行
さ
れ

る
や
に
聞
い
て
い
る
の
で
、
今
後
は
そ

の
名
簿
の
物
故
者
欄
で
把
握
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。

さ
て
、
卒
業
以
来
67
年
。
今
回
の
同

級
会
に
は
何
人
出
席
し
て
頂
け
る
か
、

世
話
人
と
し
て
は
一
番
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
近
年
の
出
席
状

況
は
、
平
成
17
年
が
22
名
、
21
年
が
15

名
、
昨
年
は
11
名
と
開
催
す
る
度
に
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
84
歳
の
集

い
で
あ
れ
ば
当
然
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
な
が
ら
２
月
12
日
に
案
内
状
を
郵
送

し
た
。
１
週
間
位
の
間
に
６
割
ほ
ど
回

答
が
あ
り
、
出
席
者
11
名
欠
席
者
３
名

で
、
心
配
し
て
い
た
出
席
人
員
も
昨
年

と
同
数
と
な
り
安
堵
し
た
。
以
後
は
欠

席
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
結
局
12
名
の
出

席
者
で
昨
年
よ
り
１
名
多
い
結
果
と
な
っ

た
。
欠
席
者
の
ほ
と
ん
ど
は
体
調
を
崩

し
て
い
る
方
で
、
中
に
は
妻
の
介
護
の

た
め
欠
席
の
人
も
あ
っ
た
。

同
級
会
は
昨
年
中
に
逝
去
さ
れ
た
物

故
者
へ
の
黙
祷
、
続
い
て
記
念
撮
影
、

そ
し
て
懇
親
会
。
お
互
い
に
盃
を
重
ね

な
が
ら
、
70
年
近
い
当
時
を
思
い
出
し

部
活(

剣
道
・
柔
道
・
テ
ニ
ス
等)

で

の
練
習
の
厳
し
か
っ
た
こ
と
、
昼
休
み

に
運
動
場
で
の
応
援
歌
の
練
習
の
た
め

昼
食
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
等
々
を
語

り
合
う
。

そ
し
て
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
盛
況
の
う

ち
に
来
年
の
再
会
を
誓
い
合
い
散
会
し

た
。

(

文
責�
橋

清)
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◎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
県
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校

０－

２

多
治
見
北

◎
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
地
区
新
人
大
会
】

代
表
決
定
戦

本
校

２－

０

鶯
谷

【
県
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校

０－
２

益
田
清
風

◎
硬
式
野
球
部

【
春
季
高
校
野
球
岐
阜
地
区
大
会
】

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

本
校

７－

８

山
県

敗
者
復
活
戦

本
校

11－

３

岐
阜
北

本
校

10－

７

各
務
原

本
校

３－

４

岐
南
工
業

◎
馬
術
部

【
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

ｏ
ｐ
ｅ
ｎ

第
８
戦
】

１
２
０
Ｊ
ｒ
障
害
飛
越
競
技

決
勝

６
位

１
１
０
Ｊ
ｒ
障
害
飛
越
競
技

決
勝

４
位

◎
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
東
海
高
校
選
抜
大
会
】

個
人

松
原
・
武
中
組

０－

４

三
重
高
校

【
地
区
室
内
大
会
】

個
人

松
原
・
武
中
組

３
位

【
愛
知
県
選
抜
大
会
】

団
体

予
選
リ
ー
グ

本
校

０－

３

大
同
大
附

本
校

２－

１

半
田
東

本
校

２－

１

安
城
東

２
位
リ
ー
グ

本
校

２－

１

東
邦

本
校

２－

１

千
種

本
校

２－

０

下
田

(

２
位
リ
ー
グ

１
位)

◎
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
愛
知
県
高
校
女
子
研
修
大
会
】

団
体

予
選
リ
ー
グ

本
校

３－

０

半
田
農
業

本
校

０－

３

焼
津

本
校

１－

２

星
城

【
愛
知
県
選
抜
大
会
】

団
体

予
選
リ
ー
グ

本
校

１－
２

清
水
西

本
校

１－
２

岡
崎
城
西

本
校

３－
０

一
宮
南

３
位
リ
ー
グ

本
校

２－

１

津
島

本
校

２－

０

滝

【
東
海
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
】

団
体

予
選

本
校

２－

１

名
古
屋
商

本
校

２－

１

二
俣

１
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
回
戦

本
校

０－

２

富
士
見

◎
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
県
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校

101－

41

帝
京
可
児

二
回
戦

本
校

82－

64

高
山
西

三
回
戦

本
校

64－

44

中
津
川
工

決
勝
リ
ー
グ

本
校

58－

103

美
濃
加
茂

本
校

66－

79

岐
阜
総
合

本
校

77－

73

富
田

３
位

【
東
海
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校

72－

102

皇
學
館

◎
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
県
新
人
大
会
】

一
回
戦

本
校

86－

37

中
津

二
回
戦

本
校

56－

53

加
茂

三
回
戦

本
校

57－

80

中
津
川
工

５
決
予
備
戦

本
校

59－

45

大
垣
商
業

５
位
決
定
戦

本
校

56－

63

土
岐
商
業

６
位

◎
剣
道
部

【
県
選
抜
大
会
県
予
選
会
】

男
子
団
体

一
回
戦
本
校

０－

３

多
治
見

女
子
団
体

一
回
戦
本
校

０－

３

可
児

◎
写
真
部

【
羽
島
市
美
術
展
青
年
部
】

入
選(
河
口
・
高
橋
・
森
口
・
鷲
見
・

清
水
・
岡
本
・
丹
羽
・
工
藤
・

羽
賀
・
清
水)

◎
書
道
部

【
羽
島
市
美
術
展
青
年
部
】

優
秀
賞

３
Ｆ

伊
藤
勇
弥

秀
作
賞

３
Ｂ

井
川
真
帆

【
本
巣
美
術
展
】

奨
励
賞

３
Ｆ

伊
藤
勇
弥

３
Ｂ

井
川
真
帆

(

他
入
選

７
名)

(５) 第２３２号 平成23年５月27日発行瑞 穂

平成22年度 卒業生進路

自 営 就 職 進 学 卒

業

者

数

農

業

そ

の

他

自

営

計

農

業

農

協

食

品

農
業
機
械
・
資
材

木

材

製

品

建

設

・

測

量

化

学

・

薬

品

日

用

品

公

務

・

公

団

工

業

機

械

医

療

・

看

護

そ

の

他

就

職

予

定

就

職

計

国

公

立

大

学

私
立
四
年
制
大
学

短

期

大

学

農

業

大

学

校

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

専
修
・
専
門
学
校

そ
の
他
・
留
学
・
研
修

進

学

予

定

進

学

計

流通科学科 0 5 2 12 19 1 6 4 1 6 18 37

園芸科学科 0 3 1 3 5 4 16 2 3 7 2 9 1 24 40

動物科学科 0 4 5 4 4 17 3 9 5 1 4 22 39

森林科学科 0 1 3 1 1 1 11 1 19 2 7 1 3 7 20 39

環境科学科 0 4 3 1 4 12 2 16 2 1 5 2 28 40

食品科学科 0 6 3 3 12 1 8 5 11 1 26 38

生物工学科 0 4 2 6 2 16 4 9 31 37

合 計 0 0 0 7 21 1 3 5 0 0 4 0 14 41 5 101 13 65 28 4 4 51 4 0 169 270



モ
ズモ

ズ
は
漢
字
で
百
舌
と
書
き
ま
す
。

こ
の
由
来
は
モ
ズ
が
ほ
か
の
野
鳥
の
囀

り
を
真
似
る
こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。

春
の
繁
殖
が
終
わ
り
夏
に
な
る
と
そ
れ

ま
で
い
た
場
所
か
ら
離
れ
て
、
一
時
的

に
避
暑
に
出
か
け
る
よ
う
に
高
原
な
ど

に
移
動
し
ま
す
。
こ
の
と
き
に
他
の
鳥

が
囀
っ
て
い
る
と
、
そ
の
声
を
覚
え
る

よ
う
で
す
。
秋
に
な
っ
て
ま
た
自
分
の

生
活
場
所
に
戻
っ
て
き
て
オ
オ
ヨ
シ
キ

リ
や
ウ
グ
イ
ス
な
ど
の
物
ま
ね
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ヤ
ニ
エ
と
い
っ
て
枝
先
や
針

金
の
先
に
昆
虫
や
ネ
ズ
ミ
、
ス
ズ
メ
な

ど
が
刺
さ
っ
て
い
る
の
を
農
場
で
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
動
物

食
中
心
の
生
態
の
た
め
で
す
が
、
最
近

は
除
草
剤
の
使
用
な
ど
で
環
境
が
変
わ
っ

た
せ
い
で
餌
不
足
か
、
モ
ズ
の
数
が
減
っ

て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

ム
ク
ノ
キ

ニ
レ
科

ム
ク
ノ
キ
属

現
在
食
品
科
学
科
棟
の
南
東
角
に
樹

齢
七
十
年
余
り
の
ム
ク
ノ
キ
が
茂
っ
て

い
ま
す
。
昔
は
食
品
科
学
科
棟
で
は
な

く
、
木
造
二
階
建
て
の
瑞
穂
寮
が
あ
り

多
く
の
寮
生
が
窓
か
ら
こ
の
木
を
眺
め

た
り
、
実
を
取
っ
て
食
し
た
り
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

関
東
以
西
・
四
国
・
九
州
の
山
地
や

川
岸
な
ど
に
は
え
、
民
家
付
近
に
も
植

え
ら
れ
る
落
葉
高
木
で
実
は
熟
す
と
甘

く
ム
ク
ド
リ
が
好
ん
で
食
べ
に
来
る
。

葉
は
硬
毛
が
あ
り
、
蚕
の
糸
を
紡
ぐ
時

に
使
用
さ
れ
た
り
、
乾
い
た
葉
で
細
工

物
を
磨
く
の
に
使
用
さ
れ
た
。

先
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に

は
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
私
た
ち

一
人
一
人
が
決
し
て
私
欲
を
優

先
す
る
の
で
は
な
く
、
身
近
に

出
来
る
こ
と
か
ら
行
動
に
移
し

た
い
も
の
で
す
。

百
十
周
年
事
業
で
大
活
躍
し

た
演
劇
部
は
、
三
月
の
北
海
道

で
行
わ
れ
た
演
劇
大
会
で
も
活

躍
し
、
私
た
ち
に
心
温
ま
る
感

動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(６) 第２３２号 瑞 穂 平成23年５月27日発行
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